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「災害時通訳ボランティアの 
活動に関する協定」調印の様子 

災害ボランティア 
コーディネーター養成講座 総合防災訓練の様子 

岩田校区の様子 

飯村校区ボランティア 
河合　泉さん 

　これは、豊橋市内で、地震、風水害

等の災害が発生した場合、日本語の

通じない外国人被災者の支援を行う

ため災害時通訳ボランティアを派遣

する豊橋市の新しい制度です。 

　今年5月に広報とよはし、当協会ホ

ームページなどで、ボランティア登録を

呼びかけたところ、ポルトガル語や中

国語など10言語に対応できる43名の

登録がありました。 

　6月6日には災害時に、どのように派

遣され、活動するか、という具体的な

活動内容の説明会を開催し、豊橋市

役所の災害時における各窓口担当

課（防災対策課、福祉政策課、市民

協働推進課、多文化共生・国際課）

から、様 な々説明を受けました。 

災害時通訳ボランティア派遣の流れ 
①　市は、災害時必要に応じて、市役所に「災害時多言語センター」（以下「セ

ンター」という）を設置。 
②　センターは、当協会に対して災害時通訳ボランティア（以下「ボランティア」

という）の派遣を要請。 
③　当協会は、登録されているボランティアへ活動を依頼。 
④　連絡を受けたボランティアは、市職員の依頼により、避難所、センター、被

災者相談窓口などに出向き、市職員などが実施する災害対応業務の通訳
及び翻訳などを行う。 

　6月25日には、豊橋市役所で佐原光一豊橋市長と大塚昌代当協会会長が、こ

の制度に基づく「災害時通訳ボランティアの活動に関する協定」を結び、災害時

の豊橋市の要請による当協会の役割を明確にしました。 

　8月1日、登録者は、市と社会福祉協議会主催の災害ボランティアコーディネー

ター養成講座に参加し、災害時に設置される災害ボランティアセンターの活動を

体験しました。さらに9月1日に開催された豊橋市総合防災訓練では、災害時に

派遣された現場での通訳業務の訓練を行いました。 

　今後も災害が実際に起きた時にも慌てないよう、防災講演会に参加し、常日頃

から防災の意識を高め、被災地での活動シミュレーションを行うことで、災害時通

訳ボランティアのスキルアップを図っていきたいと思います。 

　また、このボランティアへの登録は毎年１回５月に広報などを通じて行う予定で

す。活動に興味のある方は、ぜひご登録ください。 

 

災害時通訳ボランティアとは？ 災害時通訳ボランティアとは？ 
　現在豊橋には約17,000人の外国人が住み、義務教育対象年齢である外国人児童・生徒も数多くいます。公立小中学

校に通う外国人児童・生徒の多くは日本の生活になかなか馴染めず、また日本語の授業についていけずに、本来持って

いる能力をうまく発揮できないでいます。さらに、不就学など学校だけでは解決できない様 な々問題も表面化しています。 

　子どもたちの日本語能力が日本の学校教育を受ける上でハンディとなっていることから、外国人市民の集住地域を対象

に地域が協力して授業以外の時間を活用し、日本語学習やその他の学習支援を行い、子どもたちをサポートする「外国

人児童アフタースクール」事業を平成19年度から開催しています。 

 

■事業実施について 
○実施期間　平成22年7月21日～8月27日 

○実施校区 

【市内11小学校区】（岩田、汐田、多米、岩西、石巻、中野、磯辺、

飯村、栄、幸、二川） 

○事業の具体的内容 

夏休みの一定期間（4日～10日間）、小学校の教室や校区市民

館などを会場とし、国際担当の先生を中心に応募で集まったボラ

ンティアの皆さんが、日本語や宿題などを一緒になって教えました。 

 

多米校区の様子 

■校区でのボランティアを経験して 
　昨年度に続いて飯村校

区のアフタースクールに、

校区ボランティアとして参

加しました。 

　私は戦後東アジアの方

に助けられ帰国できた父

の恩返しにと、数年前から

国際交流協会で日本語を

教えています。世界的な景

気の落ち込みから一昨年

の春には、日曜日に日本語

を勉強に来ている生徒さんたちが、一方で仕事を失い他

県の工場へ移ったり、他方では仕事を探すには日本語が

分からないと厳しいと、勉強に来る方たちも急に増えました。

過去に日本人が職を求めアメリカ西海岸や南米に移住

したように、近年日系人や研修生が労働者として滞在し、

地域経済を支えてくれていたことを知っていたので、心が

痛みました。そこで、もう少し何かできないかと思っていた

ところ、地元の小学校で、日本語の支援を必要としている

子どもたちのことを知り、夏の休暇などを調整して参加し

たのです。 

　飯村校区では、子どもたちは十数人登録しているよう

ですが、家庭の事情から、全員は来ていないようでした。

私が相手をした子どもたちは、夏休みの課題の絵日記や

読書感想文がなかなか進みませんでした。ここは外国の

子たちにも避けて通れないと根気よく相手をしたら、気持

ちが伝わったのかどの子も夢中になってくれました。分か

らないところを、一緒に考え脱線もしながらやるので時間

もかかります。一人ひとりの課題や理解力などを考慮す

ると、ボランティアがもう少し集まるといいと思います。全く

知らない子どもたちでも、気持ちが通じるとうれしいもので

す。参加した子の親が夏休みの体験を通して、この地域

を少しでも住みやすいと感じてくれたらいいですね。 


